
　

５
月
27
日
、
国
連
人
権
理
事
会
に

お
い
て
、
福
島
原
発
事
故
後
の
人
権

状
況
を
調
査
し
た
国
連
「
健
康
に
対

す
る
権
利
」
の
特
別
報
告
者
の
ア
ナ

ン
ド
・
グ
ロ
ー
バ
ー
氏
が
、
調
査
内

容
を
報
告
し
、
日
本
政
府
に
対
す
る

勧
告
を
発
表
し
た
。
追
加
被
ば
く
量

１m
Sv

以
上
の
地
域
で
の
健
康
調
査

の
実
施
や
、
１m

Sv

を
下
回
る
ま
で

は
帰
還
を
強
い
る
べ
き
で
は
な
い
な

ど
、
原
発
被
害
者
の
「
健
康
に
生
き

る
権
利
」
を
具
体
的
に
示
し
て
い
る
。

　

日
本
政
府
が
「
年
20m

Sv

」
を
基

準
と
し
た
避
難
政
策
を
採
用
し
た
こ

と
に
よ
り
、
多
く
の
被
害
者
が
、「
自

主
的
避
難
」
の
名
の
も
と
に
、
賠
償

の
あ
て
も
な
い
避
難
を
強
い
ら
れ
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
か
ら
避
難
し
た
く

て
も
避
難
で
き
ず
に
高
い
汚
染
地
域

で
の
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
方
々

も
た
く
さ
ん
い
る
。

　

ま
た
、
福
島
県
県
民
健
康
管
理
調

査
に
対
し
て
は
、
調
査
の
対
象
が
狭

く
、
内
容
も
不
十
分
で
、
情
報
開
示

に
も
問
題
が
あ
る
こ
と
を
多
く
の
住

民
、
専
門
家
や
弁
護
士
が
指
摘
し
て

き
た
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
６
月
に
制
定
さ
れ

た
原
発
事
故
子
ど
も
・
被
災
者
支
援

法
の
基
本
方
針
は
未
だ
策
定
さ
れ
て

お
ら
ず
、
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
こ

れ
ら
は
国
連
特
別
報
告
者
の
報
告
で

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
国
に
対
し
、
以
下
の
事
項

を
実
現
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
も
の

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　 

記

１　

国
連
の
勧
告
に
従
い
、
追
加
被

ば
く
線
量
1m

Sv

を
下
回
る
ま
で
、

帰
還
が
強
制
さ
れ
な
い
こ
と
及
び

賠
償
を
継
続
す
る
こ
と
。
ま
た
、

追
加
被
ば
く
線
量
１m

Sv

以
上
の

人
々
を
対
象
と
し
た
健
康
調
査
を

行
う
こ
と

２　

原
発
事
故
子
ど
も
・
被
災
者
支

援
法
の
基
本
方
針
を
速
や
か
に
策

定
す
る
こ
と
及
び
追
加
被
ば
く
量

１m
Sv

以
上
の
地
域
を
支
援
対
象

に
含
め
る
こ
と
。
ま
た
、
実
施
に

当
た
っ
て
事
故
被
害
者
の
意
見
を

真
摯
に
聞
き
、
取
り
入
れ
る
こ
と

３　

原
発
事
故
の
収
束
作
業
員
及
び

除
染
作
業
員
の
長
期
的
な
健
康
管

理
に
関
し
て
、
被
ば
く
量
に
よ
ら

ず
国
が
責
任
を
も
っ
て
取
り
組
む

こ
と

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規

定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　

平
成
25
年
６
月
20
日

埼
玉
県
八
潮
市
議
会

提
出
先

衆
議
院
議
長　

参
議
院
議
長　

内
閣

総
理
大
臣　

厚
生
労
働
大
臣　

経
済

産
業
大
臣　

　

ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
を
使
用
し

た
こ
と
に
よ
る
被
害
は
多
く
の
労
働

者
、
国
民
、
そ
し
て
建
設
従
事
者
に

広
が
っ
て
い
ま
す
。
現
在
で
も
、
建

物
の
改
修
、
解
体
に
伴
う
ア
ス
ベ
ス

ト
の
飛
散
は
起
こ
り
、
被
害
が
広
が

っ
て
い
る
公
害
で
す
。
東
日
本
大
震

災
で
も
破
壊
さ
れ
た
家
屋
か
ら
大
量

の
ア
ス
ベ
ス
ト
が
発
生
し
、
健
康
被

害
の
危
険
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
建
設
従
事
者
に
ア
ス

ベ
ス
ト
被
害
者
が
多
く
生
ま
れ
て
い

ま
す
。
ア
ス
ベ
ス
ト
の
ほ
と
ん
ど
は

建
設
資
材
な
ど
建
設
現
場
で
使
用
さ

れ
ま
し
た
。
国
は
危
険
性
が
あ
き
ら

か
な
の
に
、
耐
火
の
た
め
と
し
て
ア

ス
ベ
ス
ト
建
材
の
使
用
を
法
令
で
義

務
付
け
、
推
進
し
、
建
材
企
業
も
安

価
な
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
の
販
売

を
続
け
、
被
害
を
拡
大
さ
せ
ま
し
た
。

建
設
産
業
は
３
次
、
４
次
と
い
っ
た

重
層
下
請
構
造
と
、
様
々
な
建
設
現

場
に
従
事
す
る
特
徴
か
ら
、
労
災
認

定
も
困
難
が
伴
い
、
企
業
独
自
の
上

乗
せ
補
償
も
あ
り
ま
せ
ん
。
国
は
石

綿
被
害
者
救
済
法
を
成
立
さ
せ
ま
し

た
が
、
極
め
て
不
十
分
な
も
の
で
、

一
貫
し
て
抜
本
改
正
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
被
害
に
あ

っ
た
建
設
従
事
者
た
ち
が
、
全
国
６

つ
の
地
方
裁
判
所
に
国
と
建
材
製
造

企
業
へ
補
償
と
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
の

抜
本
改
正
を
求
め
て
裁
判
を
起
こ
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
昨
年
12
月
５
日
、

東
京
地
方
裁
判
所
は
、「
国
は
危
険
性

を
認
識
で
き
た
」
と
し
て
、
建
設
ア

ス
ベ
ス
ト
の
裁
判
と
し
て
は
初
め
て
、

国
の
責
任
を
認
め
、
賠
償
を
命
じ
る

判
決
を
言
い
渡
し
ま
し
た
。
一
方
で
、

企
業
の
共
同
不
法
行
為
は
認
め
ら
れ

ず
、
企
業
の
責
任
は
免
罪
し
た
た
め
、

原
告
団
は
控
訴
し
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
裁
判
長
は
判
決
文
で
「（
業
界
と

し
て
）
責
任
を
負
わ
な
い
の
は
疑
問

が
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
」
と

指
摘
、
立
法
府
に
補
償
形
態
の
再
考

を
求
め
る
異
例
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

り
ま
し
た
。
司
法
の
場
で
の
結
論
を

問
わ
ず
、
被
害
者
の
苦
し
み
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
と

遺
族
が
生
活
で
き
る
救
済
の
実
施
と
、

被
害
の
拡
大
を
根
絶
す
る
対
策
を
直

ち
に
と
り
、
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
の
早

期
解
決
を
求
め
ま
す
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規

定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　

平
成
25
年
６
月
20
日

埼
玉
県
八
潮
市
議
会

提
出
先

衆
議
院
議
長　

参
議
院
議
長　

内
閣

総
理
大
臣　

厚
生
労
働
大
臣　

国
土

交
通
大
臣　

環
境
大
臣

　

去
る
５
月
13
日
に
、
日
本
維
新
の

会
共
同
代
表
・
橋
下
徹
大
阪
市
長
は
、

「
第
二
次
世
界
大
戦
当
時
は
慰
安
婦
制

度
が
必
要
だ
っ
た
」
と
の
発
言
を
し

た
。　
こ
の
発
言
は
、
米
軍
幹
部
に
対

す
る
発
言
も
含
め
て
、
女
性
を
は
じ

め
多
く
の
人
々
の
人
権
を
侵
害
し
、

国
際
社
会
で
の
信
用
を
失
墜
さ
せ
た
。

　

よ
っ
て
八
潮
市
議
会
は
、
橋
下
徹

大
阪
市
長
に
強
く
抗
議
し
、
そ
の
よ

う
な
発
言
の
撤
回
と
謝
罪
を
求
め
る
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

　

平
成
25
年
６
月
20
日

埼
玉
県
八
潮
市
議
会

　

定
例
会
最
終
日
の
６
月
20
日
に
、

議
員
提
出
議
案
と
し
て
次
の
決
議
書

を
上
程
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。 決

議

書

やしお市議会だより

3
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八潮市介護保険条例及び八潮市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例について

物品購入契約の締結について

工事請負契約の締結について

平成２５年度八潮市一般会計補正予算（第２号）

平成２５年度八潮市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

平成２５年度八潮市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）

平成２５年度稲荷伊草第二土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）

平成２５年度鶴ヶ曽根・二丁目土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）

平成２５年度大瀬古新田土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）

平成２５年度西袋上馬場土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）

平成２５年度八潮南部東一体型特定土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）

平成２５年度八潮市上水道事業会計補正予算（第１号）

八潮市職員の給与の特例に関する条例について
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国連の勧告に従い、原発被害者の「健康に生きる権利」の保障を求める意見書

副反応事例が多発している子宮頸がんワクチン接種事業の精査・検証と副反応被害者に対する
救済体制を整えることを求める意見書

地方選挙における候補者に関する情報の充実等を図るための公職選挙法の改正を求める意見書

建設業従事者のアスベスト被害者の早期救済・解決を求める意見書

橋下徹大阪市長の「慰安婦に関する発言」等に対する決議
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議案番号

議第 9号議案

議第10号議案

議第11号議案

議第12号議案

議第13号議案

議第14号議案

●議員提出議案処理結果一覧表

○1
×1

橋
下
徹
大
阪
市
長
の「
慰

安
婦
に
関
す
る
発
言
」等

に
対
す
る
決
議

用
語

決
議
書

　
意
見
書
と
同
様
に
議
会
の
意
思

を
表
明
す
る
も
の
で
す
が
、
意
見

書
が
、
地
方
自
治
法
に
根
拠
を
お

く
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
決

議
書
は
一
般
的
に
同
法
の
規
定
に

基
づ
か
な
い
も
の
を
い
い
ま
す
。


